
 

 

 

 

 

 

 

三 郎 丸 保 育 園 

 

１ 再評価実施日 

   令和元年１１月８日 

 

２ 評価実施者 

   北九州市（北九州市児童福祉施設等第三者評価委員会） 

 

３ 再評価結果 (※評価結果・・・平成２４年１０月１２日 通常評価実施) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎（１） 全体的な計画（保育課程） 

評価結果  地域交流・異年齢児交流という園の独自性を保育内容に一貫性をもって 

作成することが望まれていました。 

再評価結果  地域交流・異年齢児交流という園の保育の独自性を保育内容に盛り込み、 

一貫性のある計画が作成されていました。 

◎（２） 指導計画 

評価結果 ０歳児の年間指導計画は、養護と期のねらいを盛り込んで形式を見直す 

ことが望まれていました。 

年齢に応じて年間・月間・週間の指導計画が一貫した計画となることが 

望まれていました。 

再評価結果  ０歳児の年間計画は養護と四半期のねらいを入れて作成されています。 

子どもの年齢に応じて、年間・月間・週間の指導計画が一貫した計画にな 

っていました。 

 

再 評 価  結 果 票 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎（１９） 子どもの人権 

評価結果 異文化への理解が深まるような保育の工夫と、差別につながる用語を、 

職場内研修などで職員に周知することが望まれていました。 

保護者に対して、子どもの人権を含め人権尊重について啓発することが 

望まれていました。 

再評価結果  異文化理解として、実際に外国人と交流の場をもち、交流を深めていま 

す。差別用語を使用しないように、職員会議で周知を図っています。 

保護者に対しては、おたよりや行事を通じて子どもの人権を含め人権尊 

重について啓発を行っています。 

◎（２８） 地域における役割 

評価結果  情報の整理・分類については、機関別にファイルするなど、職員や保護 

者が利用しやすいよう工夫をすることが望まれていました。 

再評価結果  地域の関係機関からの情報を収集しファイリングされていました。職員 

には連絡ノートを活用し、伝達漏れがないよう工夫していました。保護者 

には、得られた情報の種類に応じて、掲示・印刷物配布・連絡用メール配 

信の方法で対応するなど工夫が見られました。 

◎（３８） 安全・衛生管理 

評価結果  保育園危機管理マニュアルは整備されていますが、食中毒が発生した場 

合の対応マニュアルを整備し、職員に周知することが望まれていました。 

再評価結果  食中毒発生時の対応マニュアルを作成し、園内研修で職員に周知してい 

ました。 

 二次感染防止についても別途マニュアルを作成し、感染拡大防止に努め 

ていました。 


